

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































─ 18 ─ ─ 19 ─
今日的な社会福祉における不可解な実践（性）の吟味
〔注〕
⑴　この科学と理論の認識把握したいものが「対象化された生」であることの具体的な説明については拙
著『今日の社会福祉における本質的対象認識の分析─歴史的社会的必然性の認識と法則性の発見を求
めて─』（文理閣，2018年）の第6章を見ていただきたい。
⑵　この本質と現象との関係性の具体的な内容については，拙著『社会福祉の本質への接近』（文理閣，
2006年）の第6章と第7章を見ていただきたい。
⑶　この社会科学的研究方法論については，拙著『社会福祉の根本的問題─社会科学的研究方法の本質的
解明をめざして─』（文理閣，2013年）を見ていただきたい。
⑷　このアメリカ社会福祉の問題点については，拙著『今日の社会福祉における本質的対象認識の分析─
歴史的社会的必然性の認識と法則性の発見を求めて─』（文理閣，2018年）の第9章を見ていただきたい。
⑸　この社会福祉の思想こそが，実践を志向するための主体性の内在的論理であるという主張は，社会福
祉の「歴史・思想」を研究する者たちの立場から論じられる場合が多いと思う。つまり，社会福祉の
思想（近代的精神）が多大に浸透した実感的な歴史的・社会的実践を求めているのである。また，例
えば，吉田久一氏が書かれている書籍をみれば，このようなことがよく理解されるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（すえざき　えいじ　社会福祉学科）
2020年10月20日受理
